
令和３年11月１日号

N o .1 2 1 6
2 0 2 1

1

報

広

住 み た い  住 み 続 け た い ま ち  海 老 名

P2	 昔も今もこれからも		
住みたい	住み続けたいまち		
海老名

P10	 令和２年度海老名市の財政状況
P20	 定住意向が過去最高に		

市政アンケート調査結果

11

市
制
施
行
50
周
年

祝



23 広報えびな2021年11月１日号広報えびな2021年11月１日号

　
写
真
は「
＃
好
き
で
す
海
老
名
〜
50

年
後
へ
残
し
た
い
海
老
名
の
情
景
〜
」

を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
作
品
で
す
。

　昭和46年11月１日、県内16番目の市として誕生した海老名市。ことし11月に市制施行
50周年を迎え、50年後の市制施行100周年に向けて新たなスタートを切りました。これま
でのあゆみを知り、市民の皆さんとともにこれからの海老名を描いていきましょう。

問シティプロモーション課 ☎（235）4574

住みたい 住み続けたいまち 海老名  

　

令
和
３
年
11
月
１
日
、海
老
名
市
は
、多
く
の
皆

さ
ま
に
支
え
ら
れ
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昭
和
46
年
に
市
民
の
幸
せ
と
明
る
く
住
み
よ

い
活
気
あ
ふ
れ
る
市
を
目
指
し
、
市
制
が
施
行
さ

れ
、当
初
は
約
４
万
8
0
0
0
人
だ
っ
た
人
口
が
、

17
年
後
の
昭
和
63
年
に
は
約
2
倍
の
10
万
人
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
海
老
名
駅
周
辺
の
開
発
や
小

田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
停
車
が
実
現
し
、
令
和
３
年

に
は
13
万
6
0
0
0
人
を
超
え
、
ま
ち
の
発
展
と

と
も
に
人
口
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
と
自
然
豊
か
な
住
み
や
す

い
現
在
の
海
老
名
市
が
あ
る
の
は
、
歴
代
市
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
市
民

の
皆
さ
ま
の
海
老
名
市
に
対
す
る
熱
い
思
い
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

海
老
名
市
が
50
周
年
を
迎
え
た
今
、
次
の
50
年

を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
海
老
名
市
が
1
0
0
周
年
を
迎
え

た
と
き
も
「
住
み
た
い 

住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
で

あ
り
続
け
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ

ま
と
一
緒
に「
元
気
で
笑
顔
い
っ
ぱ
い
」の
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
11
月
1
日

　
海
老
名
市
長
　
内
野 

優

「
　  

　
で
　  

　
い
っ
ぱ
い
」の
ま
ち

海
老
名
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懐
か
し
の
海
老
名

み
ん
な
の
思
い
出
写
真

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
っ
た
市
制
施
行
以
降
の
写
真
で
す
。

思
い
出
の
中
の
海
老
名
も
次
代
へ
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
。

再
開
発
工
事
が
始
ま
る

直
前
の
海
老
名
駅

上
棟
式
で
餅
ま
き

有
馬
高
校
付
近
の
レ
ン
ゲ
畑

か
か
し
ま
つ
り
と
高
架
化
前
の

小
田
急
線

諏
訪
神
社
の
祭
り

杉
久
保
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家
と

農
作
業
用
ト
ラ
ッ
ク

ニ
チ
イ
海
老
名
店
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

海
老
名
中
央
公
園
を
出
発
し
、

海
老
名
駅
入
り
口
交
差
点
付
近
を
練
り
歩
く

「
え
び
な
市
民
ま
つ
り
」の
み
こ
し

海
老
名
中
央
公
園
の

七
重
の
塔

平成13（2001）年
昭和55（1980）年

平成４（1992）年

昭和50（1975）年
ごろ

昭和62（19
87）年

平成20（2008）年

昭和50（19
75）年ごろ

平成18（2006）年

平成12（20
00）年

平成10（1998）年

昭和46（1971）年	◦海老名市誕生、市制施行宣言 1

昭和47（1972）年	◦人口５万人到達
昭和48（1973）年	◦	「さつき町」誕生
	 ◦小田急線・相鉄線海老名駅が現在地に移転
昭和49（1974）年	◦	「国分寺台」誕生
昭和50（1975）年	◦相鉄線かしわ台駅・さがみ野駅開業
昭和51（1976）年	◦第１回えびなふるさとまつり開催 2

昭和55（1980）年	◦文化会館・中央公民館開館
	 ◦	「浜田町」誕生
昭和57（1982）年	◦郷土資料館「海老名市温故館」開館 3

昭和59（1984）年	◦消防署南分署開署
昭和60（1985）年	◦図書館・教育センター開館
	 ◦海老名中央公園全面開園
昭和62（1987）年	◦国鉄相模線海老名駅開業
	 ◦東柏ケ谷近隣公園開園
昭和63（1988）年	◦人口10万人到達

　海老名駅はもともと現在の
中央１丁目押堀交差点付近に
ありました。昭和48（1973）
年に現在地へ移設され、田畑
や空き地が広がる中に新駅舎
が完成してからは、市とともに
発展していきました。

海老名駅東西のあゆみ 昭和編

旧駅舎［昭和40年代］旧駅舎［昭和40年代］

現駅間［昭和62年］現駅間［昭和62年］ ［昭和48年］［昭和48年］

町
か
ら
市
と
な
り
、市
と
し
て
の

歴
史
を
歩
み
始
め
た
昭
和
時
代
。

道
や
駅
な
ど
の

生
活
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
、

市
民
生
活
の
礎
を
作
り
ま
し
た
。

市制施行５周年を
機に始まった「え
びなふるさとまつ
り」。現在の「えび
な市民まつり」の
前身です。

海老名村役場庁舎を改修して温故館として開館

市制施行の式典 現在のレンブラントホテル海老名の場所に
あった旧市庁舎

3

1

2
昭和51（1976）年

昭和46（1971）年

昭和57（1982）年

東西
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平成 元（1989）年	◦市庁舎・消防庁舎移転
平成 3 （1991）年	◦海老名跨線橋開通 1

	 ◦	「中央」誕生
平成 4 （1992）年	◦海老名運動公園全面開園
	 ◦海老名中央公園に七重の塔の	

モニュメント完成
平成 6 （1994）年	◦並木橋取付道路改良工事完成
	 ◦宮城県白石市と姉妹都市盟約を締結
平成 7 （1995）年	◦有馬図書館開館
平成 8 （1996）年	◦あゆみ橋開通 2

平成 9 （1997）年	◦かしわ台跨線橋開通
平成10（1998）年	◦子育て支援センター開館
平成12（2000）年	◦北部公園開園
平成13（2001）年	◦海老名警察署開署
平成14（2002）年	◦海老名駅自由通路（東口駅広部）開通
	 ◦ビナウォークオープン
平成15（2003）年	◦海老名駅前交通広場再整備完了、供用開始
平成16（2004）年	◦県立相模三川公園開園
平成17（2005）年	◦海老名駅自由通路（中央三丁目方面）開通
平成18（2006）年	◦第１回えびな市民まつり開催 3

平成22（2010）年	◦消防署北分署移転
	 ◦圏央道海老名インターチェンジ供用開始
	 ◦海老名駅自由通路（駅舎部）開通
	 ◦北海道登別市からポニー寄贈 4

平成 23(2011)年	◦えび～にゃ誕生 1

	 ◦海老名市・白石市・登別市
がトライアングル交流宣言

	 ◦子ども医療費助成制度中学
校３年生まで所得制限なし
を導入

平成 24(2012)年	◦海老名駅と羽田空港を結ぶ
空港リムジンバス運行開始

	 ◦柏ふれあい釣り堀運営開始
平成 25(2013)年	◦えびな市民活動センター	

ビナレッジ開館
	 ◦中野公園開園
平成 26(2014)年	◦えびな市民活動センター	

ビナスポ開館
平成 27(2015)年	◦北海道登別市と姉妹都市盟約を締結
	 ◦	「扇町」誕生
	 ◦海老名駅自由通路（駅間部・西口部）開通
	 ◦中央図書館リニューアルオープン
	 ◦海老名駅西口地区まち開き
	 ◦ららぽーと海老名オープン 2

平成 28(2016)年	◦海老名駅に小田急ロマンスカー停車 3

	 ◦人口13万人突破
平成 29(2017)年	◦	「めぐみ町」「泉」誕生
平成 30(2018)年	◦えびなこどもセンター開所
	 ◦えびな安全安心ステーション開所
	 ◦海老名市親善交流大使に	

KENZO氏を任命、EBINAダンス制作 4

海
老
名
駅
東
口
の
開
発
が
進
み
、

急
激
に
発
展
し
た
平
成
時
代
。

海
老
名
駅
西
口
の
ま
ち
開
き
で
、

大
き
な
飛
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

建設中のあゆみ橋の右に
見えるのは通称「もぐり
橋」。相模川増水時には沈
んでしまい、道幅が狭く
危険でした。

全国から応募された647
点から、市内小学生の投票
で「えび～にゃ」がイメー
ジキャラクターに選ばれ
ました。

ビナウォーク完成を
前に中学生が見学

海老名駅東口方面より海老名駅東口方面より

跨線橋開通を祝した
渡り初めパレード

平成27年のまち開
きで市の新たな顔と
なった海老名駅西口
地区。商業施設の開
業や高層マンション
の建設など、海老名駅
東西一体のまちづく
りが実現しました。

平成22年に23万3990人分の署名を小田急電鉄㈱に提出。
海老名駅に念願の小田急ロマンスカー停車となりました。

KENZO氏を市初の
親善交流大使に任命

消防ポンプ車を寄
贈したお礼に北海
道登別市から２頭
のポニーが贈られ
ました。

第１回えびな市民
まつりのパレード

　増築などで駅舎の姿は変わり、東口のロータ
リーや、大型商業施設と駅をつなぐ自由通路が
整備されました。駅東西を結ぶ自由通路も開通
し、西口のまち開きへ進んでいきます。

海老名駅東西のあゆみ

4

3

4

3

2

1

1

2

平成22（2010）年

平成18（2006）年

平成30（2018）年

平成28（2016）年 平成８（1996）年

平成３（1991）年

平成14（2002）年

平成３（1991）年

平成23（2011）年

平成30（2018）年

平成27（2015）年

平成編

［平成27年］［平成27年］

駅間［平成27年］駅間［平成27年］

［平成13年］［平成13年］

東

西
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海老名駅東西のあゆみ

海
老
名
駅
西
口
地
区
の
さ
ら
な
る
開
発
や

ポ
ニ
ー
の
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
な
ど
、明
る
い
話
題
が

こ
れ
か
ら
の
海
老
名
の
元
気
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
1
0
0
周
年
に
向
け
て
希
望
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も「
住
み
た
い 

住
み
続
け
た
い
ま
ち 

海
老
名
」で

あ
り
続
け
る
た
め
、着
々
と
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

令和元（2019）年	◦ラグビーワールドカップ2019TM日本大会
ロシア公認チームキャンプ地に 1

	 ◦高座クリーンセンター稼働
	 ◦相鉄・JR直通線開業
	 ◦家庭系ごみの一部有料化・戸別収集開始
令和２（2020）年	◦海老名運動公園陸上競技場にPCR集合検査

場設置
令和３（2021）年	◦消防署西分署開署
	 ◦ロマンスカーミュージアムオープン
	 ◦有馬図書館・門沢橋コミセン	

リニューアルオープン
	 ◦ポニーの赤ちゃんが誕生 2

　商業ビルや高層マンション、
ロマンスカーミュージアムが整
備された駅間や西口の開発は
現在も続いています。駅が移
設された当時とはまるで違う風
景になり、発展とともに増加し
た市民の足を支えています。

令和編

［令和３年］［令和３年］

駅間［令和元年］駅間［令和元年］

［令和３年］［令和３年］

平成22年に北海道登別市から贈られたポニー
「チョコ・エビ―」の赤ちゃんがことし５月に誕
生しました。名前は11月１日に発表。

ラグビーワールドカッ
プ2019TM日本大会のパ
ブリックビューイング
を行いました。

市役所周辺を望む

2
令和３（2021）年

令和３（2021）年

1

令和元（2019）年

　
商
業
施
設
を
備
え
た
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
の
建
設
や
、駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
安
全
で
ゆ
と
り
あ
る

新
た
な
に

ぎ
わ
い
の

創
出
が
期

待
で
き
ま

す
。
令
和

５
年
度
に

完
成
予
定

で
す
。

　
海
老
名
駅

東
西
を
つ
な

ぐ
並
木
橋
の

改
良
工
事
を

行
っ
て
い
ま

す
。
車
道
を

広
げ
、歩
行

者
の
安
全
を

確
保
す
る
た

め
の
歩
道
橋
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
に
完
成
予
定
で
す
。

　
地
上
２
階
建
て
の
新
駅
舎
を

相
模
鉄
道（
株
）が
建
設
中
で

す
。
混
雑
緩
和
と
利
便
性
向
上

の
た
め
、１
階
の
既
存
の
改
札

口
に
加
え
、

２
階
の
南

北
に
改
札

口
が
増
設

さ
れ
る
予

定
で
す
。令

和
８
年
度

に
供
用
開

始
予
定
で

す
。

　
50
周
年
を
記
念
し
、現

在
に
至
る
ま
で
の
成
長

と
魅
力
を
未
来
に
つ
な

ぐ
動
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
11
月
１
日（
月
）か
ら

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公
開

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

市
制
施
行
か
ら
現
在

ま
で
の
海
老
名
の
あ
ゆ
み

を
１
冊
に
ま
と
め
た
A
4

サ
イ
ズ
の
記
念
誌
で
す
。

厚
木
駅
南
地
区
市
街
地
再
開
発

並
木
橋
歩
道
橋
設
置
工
事

相
鉄
線 

海
老
名
駅

駅
舎
改
良

市
制
施
行
50
周
年
記
念
動
画
を
公
開

市
制
施
行
50
周
年
記
念
誌
を

11
月
１
日
か
ら
販
売

動画公開
ページ

▼
価
格　
1
0
0
0
円

▼
販
売
場
所　
市
役
所

地
下
売
店
、え
び
〜
に
ゃ

ハ
ウ
ス「海老名むかしばなし」

「広報えびな縮刷版」
「海老名の坂」も
えび～にゃハウスで

販売中!

「50年後も海老名の 
自然を感じられたら」
石川莉々香さん

　自然がたくさんあって空気がおいし
いところが海老名の自慢だと思います。
都心に行って帰ってくると地元の空気を
感じて安心します。小さい頃は近所の
空き地で友達と走り回ったり、祖母の畑
を手伝ったりしていました。思い出の中
の私はいつも自然に囲まれています。
　これからも駅前はもっと便利で住み
やすくなっていくと思います。それでも
私の大好きな海老名の自然はこのまま

残ってほし
いです。50
年後も、そ
よ風や空を
近くに感じ
られていた
らうれしい
です。

　市制施行50周年に向
けた特別企画として始め
た私と海老名。最終回
は、市制施行50周年記念
ロゴマークの作者の石川
さんです。

最
終
回

提供：相模鉄道㈱

東

西
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
の
使
い

道
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 海

老
名
市
の

財
政
財
政
状
況

決
算
額

一
般
会
計
決
算
の
概
要

財
政
状
況
は

「
健
全
」

　

収
支
の
管
理
は
、

「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」と「
企
業
会
計
」

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

「
一
般
会
計
」は
基
本

的
な
行
政
運
営
の
経

費
を
賄
う
も
の
、「
特

別
会
計
」
は
独
自
の

収
入
が
あ
る
も
の
、

「
企
業
会
計
」は
地
方

公
営
企
業
法
の
適
用

に
よ
り
企
業
会
計
方

式
で
事
業
を
運
営
す

る
も
の
で
す
。

会計名 歳入決算額 歳出決算額

一般会計 668億9,865万4,615円 640億7,027万6,807円

特別会計 230億5,542万7,792円 219億2,555万5,175円

国民健康保険事業 118億1,194万9,929円 116億5,629万5,591円

介護保険事業 93億3,992万 849円 83億7,140万7,215円

後期高齢者医療事業 19億 355万7,014円 18億9,785万2,369円

企業会計 38億2,704万6,602円 44億2,281万7,367円

公共下水道事業 38億2,704万6,602円 44億2,281万7,367円

合　計 937億8,112万9,009円 904億1,864万9,349円

一
般
会
計

特
別
会
計

企
業
会
計

　

歳
入
は
6
6
8
億
9
8
6
5
万
円（
円

グ
ラ
フ
１
）、歳
出
は
6
4
0
億
7
0
2
8 

万
円（
円
グ
ラ
フ
２
）と
な
り
、歳
入
・
歳

出
と
も
に
前
年
度
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、海
老
名
駅
西
口
地
区
の
開
発

が
進
展
し
た
も
の
の
、法
人
市
民
税
の
実

効
税
率
引
き
下
げ
な
ど
の
影
響
で
市
税
収

入
が
９
年
ぶ
り
に
減
少
し
ま
し
た
。
一
方

で
特
別
定
額
給
付
金
事
業
に
よ
り
国
庫
支

出
金
が
増
加
し
、全
体
で
は
前
年
度
を
上

回
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
給
付
な
ど
に
よ
り
扶
助
費
が
８

年
連
続
で
増
加
し
た
ほ
か
、プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
の
発
行
で
補
助
費
な
ど
も
増
加

し
ま
し
た
。

　
市
民
１
人
当
た
り
の
基
金
・
市
債
の
残

高
は
良
好
で
す
。
政
令
市
を
除
く
県
内
16

市
の
中
で
基
金
残
高
は
4
万
8
4
1
0
円

と
７
番
目
に
多
く
、市
債
の
残
高
は
企
業

会
計
分
を
含
め
て
29
万
7
8
5
0
円
と
最

も
少
な
い
金
額
で
す
。

　
実
質
収
支
は
、歳
入
歳
出
決
算
額
の
差

額
28
億
2
8
3
8
万
円
の
う
ち
、翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引
い
た

21
億
8
9
3
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
治
体
の
財
政
状
況
は
、財

政
健
全
化
法
に
基
づ
き
算
定
さ

れ
、国
が
定
め
る
基
準
を
超
え

た
場
合
、財
政
の
健
全
化
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
の
本
市
の
財
政

状
況
は
、「
健
全
化
判
断
比
率
」

「
資
金
不
足
比
率
」の
い
ず
れ

の
指
標
と
も「
早
期
健
全
化
基

準
」「
経
営
健
全
化
基
準
」を
大

き
く
下
回
り
、問
題
な
し
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
。

　 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 －(赤字なし) 				12.02%

連結実質赤字比率 －(赤字なし) 				17.02%

実質公債費比率   2.8% 		25.0%

将来負担比率 32.7% 350.0%

公営企業会計名 資金不足比率 経営健全化基準

公共下水道事業会計 －(資金不足なし) 20.0％

健全化判断比率

資金不足比率

企
画
財
政
課 

（
２
３
５
）８
４
５
３

令和
2年度

〔 円グラフ１〕

市税市税
236億6,935万円236億6,935万円

地方譲与税および各種交付金地方譲与税および各種交付金
36億9,038万円36億9,038万円

県支出金県支出金
31億8,776万円31億8,776万円

繰入金繰入金
36億4,434万円36億4,434万円

市債市債
37億2,540万円37億2,540万円

その他その他
53億8,428万円53億8,428万円

国庫支出金国庫支出金
235億9,714万円235億9,714万円物件費 物件費 

84億9,149万円84億9,149万円

公債費 公債費 
30億30億
2,291万円2,291万円

〔 円グラフ２〕
※歳出決算を性質別で分類した
「性質別経費」で示します。

人件費人件費
78億3,834万円78億3,834万円

補助費など補助費など
191億218万円191億218万円

普通建設事業費など 普通建設事業費など 
54億1,595万円54億1,595万円

その他その他
80億2,198万円80億2,198万円

扶助費扶助費
121億121億
7,743万円7,743万円

人件費…市長や市職員の給与、議員や会計年度任用職員の報酬など
扶助費…障がい者や高齢者への支援、生活保護費など
公債費…市の借金である市債の返済に充てる経費
物件費…消耗品、業務委託料など
補助費…各種団体への補助金など
普通建設事業費…道路などの整備や建物の建設に関する経費

用語説明

その他 7万2,256円
教育費 4万1,879円
消防費 1万9,190円
土木費 3万 771円
衛生費 2万3,070円

民生費 14万 709円

総務費 14万 977円

１人当たり総額  46万8,852円

※歳出予算を行政目的で分類し、住民基本台帳の
令和３年３月31日現在の人口13万6,653人で
算出しています。

歳入
令和２年度決算額
668億9,865万円

歳出
令和２年度決算額
640億7,028万円

一般会計一般会計
決算の内訳決算の内訳

市民１人当たりの市民１人当たりの
歳出決算額（目的別経費）歳出決算額（目的別経費）
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新
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
令
和

２
年
度
は
、本
市
が
10
年
後
に
目
指
す

姿「
み
ん
な
が
笑
顔 

住
み
や
す
い
ま
ち 

え
び
な
」の
実
現
に
向
け
た
施
策
を
進

め
ま
し
た
。
道
路
整
備
や
公
共
施
設
の

大
規
模
改
修
工
事
の
実
施
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
る

地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
発
行
な
ど
、ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
に
わ
た
り
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
ま
し
た
。

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」は
、応

援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
を
す
る

こ
と
で
返
礼
品
が
も
ら
え
、住
民

税
の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
る

制
度
で
す
。市
民
が
他
の
自
治
体

に
寄
付
を
す
る
と
、市
の
税
収
が

減
少
し
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収

額
は
年
々
拡
大
し
、平
成
28
年
度

は
5
7
0
0
万
円
で
し
た
が
令

和
３
年
度
は
３
億
3
4
0
0
万

円
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
減
収

は
、市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。他
自
治
体
へ
ふ
る
さ
と

納
税
を
す
る
前
に
、も
う
一
度
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
民
の
安
全
を
守
る
防
犯
灯
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
推
進
し
、環
境
負
荷
の
軽
減

と
維
持
管
理
費
用
の
削
減
を
図
り
ま
し

た
。

　

学
校
教
育
の
情
報
化
を
推
進
す
る

「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現
」に

向
け
て
、市
立
小
・
中
学
校
の
児
童
生

徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
、高
速

大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

し
、学
校
I
C
T
環
境
の
充
実
を
図
り

ま
し
た
。

　
障
が
い
者
の
暮
ら
し
と
自
立
を
独
自
に

サ
ポ
ー
ト
す
る「
福
祉
法
人
」の
設
立
に

向
け
た
準
備
会
を
設
置
し
、基
本
方
針

や
事
業
な
ど
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
の
歩
み
や
歴
史
・
文
化
・
魅
力
な
ど

を
後
世
に
残
す
た
め
、市
制
施
行
50
周
年

記
念
誌
の
作
成
を
進
め
ま
し
た
。

　
風
水
害
発
生
時
に
活
用
で
き
る
水
難

救
助
用
ボ
ー
ト
や
、化
学
テ
ロ
発
生
時

な
ど
で
物
質
検
知
可
能
な
検
知
警
報
器

な
ど
を
整
備
し
、消
防
・
防
災
力
の
強

化
を
図
り
ま
し
た
。

　

自
動
音
声
電
話
案
内
シ
ス
テ
ム
や

S
M
S（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
）を
導
入
し
、税
の
未
納
者
に
対
し

て
催
告
す
る
こ
と
で
、収
納
率
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
給
油
施
設
を
適
正
に
維

持
す
る
た
め
、改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
隣
接
す
る
有
馬
図
書
館
と
門
沢
橋
コ

ミ
セ
ン
の
一
体
的
な
活
用
に
向
け
て
大

規
模
改
修
工

事
を
行
い
、来

館
者
の
利
便

性
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　
海
老
名
駅
西
口
地
区
や
駅
間
開
発
に

よ
っ
て
活
性
化

し
た
商
業
と
、人

口
の
増
加
に
伴

う
消
防
・
救
急

需
要
に
対
応
す

る
た
め
、消
防
署

西
分
署
を
開
署

し
ま
し
た
。

　

市
内
店
舗
で
使
用
で
き
る
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
発
行
し
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て

い
る
市
民
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

R
P
A（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
業
務
自

動
化
）と
A
I（
人
工
知
能
）の
自
動
読

み
取
り
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、定
型
的

業
務
の
省
力
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

海
老
名
駅

西
口
地
区
の

ア
ク
セ
ス
性

向
上
の
た
め
、

鳩
川
に
橋
を

架
け
る
な
ど
、

市
道
62
号
線

の
延
伸
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
厚
木
駅
南
地
区
市
街
地
再
開
発
組
合

に
補
助
を
行
い
、良
好
な
都
市
基
盤
と

住
環
境
の
整
備
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
海
老
名
駅
周
辺
道
路
の
円
滑
化
と
利

便
性
向
上
の
た
め
、（
仮
称
）上
郷
河
原

口
線
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部
な
ど
の
関
連
道

路
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
今
泉
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
よ
る

教
室
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、校
舎
の

増
築
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
集
団
感
染
や
重

症
化
予
防
の
た
め
、予
防
接
種
費
用
の

助
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
勝
瀬
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
移

管
先
の
選
定
や
、門
沢
橋
保
育
園
の
安

定
的
な
給
食
調
理
体
制
作
り
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

充
実
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

充
実
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

新
た
な
発
見
が
で
き
る
ま
ち

新
た
な
発
見
が
で
き
る
ま
ち

ふ
る
さ
と
納

ふ
る
さ
と
納
税税
をを

す
る
と

す
る
と

市市
のの
税
収
が

税
収
が

減減
少少
し
ま
す

し
ま
す

安
全
で
安
心
し
て

安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち

暮
ら
せ
る
ま
ち

に
ぎ
わ
い
が
あ
り

に
ぎ
わ
い
が
あ
り

自
然
に
優
し
い
ま
ち

自
然
に
優
し
い
ま
ち

か
が
や
き
を

か
が
や
き
を

創
造
す
る
ま
ち

創
造
す
る
ま
ち

便
利
で
快
適
に

便
利
で
快
適
に

暮
ら
せ
る
ま
ち

暮
ら
せ
る
ま
ち

豊
か
な
学
び
を
育
む
ま
ち

豊
か
な
学
び
を
育
む
ま
ち

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
整
備
事
業

6
0
0
0
万
円

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の

実
現

5
億
8
5
0
0
万
円

福
祉
法
人
設
立
準
備
会
の

設
置

20
万
円

市
制
施
行
50
周
年
記
念
誌
の

作
成（
継
続
事
業
）

2
0
0
万
円

水
難
救
助
用
ボ
ー
ト
・

検
知
警
報
器
等
整
備9

0
0
万
円

自
動
音
声
電
話
催
告

シ
ス
テ
ム
の
導
入

2
0
0
万
円

今
里
出
張
所
長
寿
命
化
工
事

　
1
4
0
0
万
円

有
馬
図
書
館・門
沢
橋
コ
ミ
セ
ン

大
規
模
改
修
工
事

7
億
3
4
0
0
万
円

消
防
署
西
分
署
整
備
事
業

（
継
続
事
業
完
了
）

5
億
2
1
0
0
万
円

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

発
行
事
業

18
億
2
1
0
0
万
円

R
P
A
シ
ス
テ
ム
お
よ
び

A
I
‐Ｏ
Ｃ
Ｒ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

1
0
0
万
円

市
道
62
号
線
延
伸
事
業
の

推
進（
継
続
事
業
）

　
4
8
0
0
万
円

厚
木
駅
南
地
区
市
街
地

再
開
発
事
業
の
推
進

5
億
6
8
0
0
万
円

（
仮
称
）上
郷
河
原
口
線

ア
プ
ロ
ー
チ
部
の
工
事
着
工

（
継
続
事
業
）�

　
3
6
0
0
万
円

今
泉
小
学
校
増
築
工
事

（
継
続
事
業
）

8
2
0
0
万
円

高
齢
者
・
中
学
３
年
生
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

1
億
1
4
0
0
万
円

勝
瀬
保
育
園
民
営
化
、門
沢
橋

保
育
園
給
食
調
理
業
務
委
託

1
4
0
0
万
円

令
和
２
年
度
の
主
な
取
り
組
み

上郷
1～3丁目へ

海老名駅
西口へ

完
了
イ
メ
ー
ジ
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統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

交
通
安
全
・
防
犯
功
労
者

交
通
安
全
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

Ｉ
Ｔ
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
６
９
８

地
域
づ
く
り
課 

☎（
２
３
５
）４
７
８
９

　

統
計
知
識
の
普
及
と
表
現
技
術

の
向
上
の
た
め
、市
内
在
住
・
在
学

の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し
ま

し
た
。
応
募
作
品
１
２
９
点
の
う
ち

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す（
敬
称

略
）。

　

交
通
安
全
や
防
犯
へ
の
意
識
を
高
め
る

た
め
、市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
を
対
象

に
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
し
た
。
交
通
安

全
・
防
犯
功
労
者
と
ポ
ス
タ
ー（
応
募
作
品

４
０
０
点
）の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

【
パ
ソ
コ
ン
の
部
】

▼
市
長
賞　
ロ
ジ
オ
ノ
フ
田
口

佐
那（
杉
久
保
６
年
）「
ガ
ス
、水
、

電
気
の
節
約
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

▼
教
育
長
賞　
小
森
暁
斗（
海
老

名
６
年
）「
ず
っ
と
食
べ
た
い
！

サ
カ
ナ
た
ち
」

【
市
制
施
行
50
周
年
記
念
の
部
】

▼
市
長
賞　
石
井
里
沙（
有
鹿
４

年
）「
海
老
名
市
の
ご
み
有
料
化

に
よ
る
排
出
量
の
変
化
」

▼
教
育
長
賞　
辻	
実
和（
有
馬

４
年
）「
海
老
名
市
の
人
口	

50
年

で
ど
う
変
っ
た
の
か
な
ぁ
？
」

◆
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞

【
小
学
校
３・４
年
生
の
部
】

▼
佳
作　
鈴
木
瑞
佳（
柏
ケ
谷
４

年
）「
海
か
ら
の
S
O
S	

砂
浜
の

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調
査
」

▼
奨
励
賞　
岩
堀
心
暖（
門
沢
橋

３
年
）「
セ
ミ
へ
ん
し
ん
大
ち
ょ

う
さ
」

【
パ
ソ
コ
ン
の
部
】

▼
佳
作　
小
森
暁
斗（
海
老
名
６

年
）「
ず
っ
と
食
べ
た
い
！
サ
カ

ナ
た
ち
」交

通
安
全
・
防
犯
ポ
ス
タ
ー

【
小
学
校
１
年
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
早
川
友
菜（
上
星
）	

▼
優
秀
賞　
磯
田
み
な
み（
有
鹿
）、清
水
理
央（
大

谷
）、沼
田	

渚（
大
谷
）、三
廻
部
来
菜（
杉
久
保
）

【
小
学
校
２
年
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
菅
原
颯
良（
有
鹿
）	

▼
優
秀
賞　
菅
原
大
誠（
大
谷
）、渡
邉
智
久（
社

家
）、田
村
明
日
美（
杉
久
保
）、島
野
凌
羽（
今
泉
）

【
小
学
校
３
年
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
鈴
木
菜
都
美（
大
谷
）

▼
優
秀
賞　
市
川
明
里（
上
星
）、深
津
龍
之
介（
東

柏
ケ
谷
）、幸
地	

錬（
杉
久
保
）、宮
原
杏
菜（
杉
本
）

【
小
学
校
４
年
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
畠
山
陽
希（
上
星
）

▼
優
秀
賞　
中
村
陽
菜（
中
新
田
）、及
川
結
莉
彩

（
門
沢
橋
）、池
添	

茜（
今
泉
）、岡	

安
寿（
杉
本
）

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
久
保
田	

翔（
海
老
名
）

▼
優
秀
賞　
田
内
悠
人（
大
谷
）、小
室
咲
樹（
上

星
）、佐
藤
愛
莉（
上
星
）、山
本
莉
央（
上
星
）

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

▼
最
優
秀
賞　
宮
本
麗
羅（
中
新
田
）

▼
優
秀
賞　
三
廻
部
リ
オ
ナ
潤
子（
大
谷
）、市
川
千

陽（
上
星
）、田
巻	

澪（
上
星
）、鈴
木
珠
月（
門
沢
橋
）

【
小
学
校
１・２
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
小
池
澄
真（
上
星
１
年
）

「
ア
リ
の
す
き
な
た
べ
も
の
は
な
ぁ
に
」	

▼
教
育
長
賞　

清
水
理
桜
菜（
柏

ケ
谷
２
年
）「
な
が
ー
く
と
べ
と
べ	

し
ゃ
ぼ
ん
玉	

大
じ
っ
け
ん
！
」

【
小
学
校
３・４
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
鈴
木
瑞
佳（
柏
ケ
谷
４

年
）「
海
か
ら
の
S
O
S	

砂
浜
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
調
査
」

▼
教
育
長
賞　
山
﨑
雪
乃（
杉
本
３

年
）「
み
ん
な
で
お
い
し
い
ア
イ
ス
食

べ
よ
う
よ
！
」

▼
奨
励
賞　
岩
堀
心
暖（
門
沢
橋
３

年
）「
セ
ミ
へ
ん
し
ん
大
ち
ょ
う
さ
」

【
小
学
校
５・６
年
生
の
部
】

▼
市
長
賞　
金
田
莉
歩
／
オ
ラ	

ア

デ
モ
エ
エ
ナ
ル
ナ（
杉
久
保
６
年
）

「
脱	That's

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
〜

海
が
変
わ
れ
ば
世
界
も
変
わ
る
〜
」

▼
教
育
長
賞　
熊
澤
樹
希（
杉
本
６

年
）「
守
れ
！
愛
車
」

交
通
安
全
功
労
者

清
水
米
二
郎
、清
水
光
雄
、手
嶋	

實
、小
川

達
志
、小
宮
山
恭
弘
、向
山
征
人
、髙
橋
啓
介

防
犯
功
労
団
体

国
分
南
四
丁
目
自
治
会
、浜
田
自
治
会
、上

郷
自
治
会
、上
今
泉
六
丁
目
自
治
会
、東
柏

ケ
谷
三
丁
目
自
治
会
、今
里
自
治
会
、大
谷

自
治
会
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

防
犯
功
労
者

多
田	

明
、髙
嶋
長
久
、小
野
寺
安
夫
、谷
口

惠
子
、前
田
親
宏
、長
島
榮
子
、望
月
精
治
、

對
馬
久
男
、和
田	

敏
、中
山	

勇
、坂
井
忠

通
、庄
司	

博
、滝
田
俊
一
、羽
生
英
貴
、日
笠

成
子
、富
田	

隆
、中
村	

誠
、佐
久
本	

昭
、宇

治
章
雄
、宇
治
多
美
子
、田
代
美
知
子
、清
宮

光
夫
、首
藤
道
子
、星	

讓
、田
代
水
雄
、小
林

子
、松
川
義
信
、福
嶋
元
芳
、
原	

勲
、松

下
英
司
、石
岡
清
三
、太
田	

豊
、真
柳
範
夫
、

小
池
一
美
、濱
﨑
秀
和
、渡
邊
恒
夫

▶
小
学
校
５・６
年
生
の
部	

市
長
賞	

金
田
莉
歩
さ
ん
／
オ
ラ	

ア
デ
モ
エ
エ
ナ

ル
ナ
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
３
年
生
の
部	

最
優
秀
賞	

鈴
木
菜
都
美
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
６
年
生
の
部	

最
優
秀
賞	

宮
本
麗
羅
さ
ん
の
作
品

▶
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル	

佳
作
／	

市
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル		

小
学
校
３・４
年
生
の
部	

市
長
賞　

	
鈴
木
瑞
佳
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
２
年
生
の
部	

最
優
秀
賞	

菅
原
颯
良
さ
ん
の
作
品

▶
市
制
施
行
50
周
年
記
念
の
部	

市
長
賞	

石
井
里
沙
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
５
年
生
の
部	

最
優
秀
賞	

久
保
田	

翔
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
１・２
年
生
の
部	

市
長
賞	

小
池
澄
真
さ
ん
の
作
品

▶
小
学
校
１
年
生
の
部	

最
優
秀
賞	

早
川
友
菜
さ
ん
の
作
品

▶
パ
ソ
コ
ン
の
部	

市
長
賞	

ロ
ジ
オ
ノ
フ
田
口
佐
那
さ
ん
の
作
品▶

小
学
校
４
年
生
の
部	

最
優
秀
賞	

畠
山
陽
希
さ
ん
の
作
品

新型コロナウイルス感染防止のため、本誌掲載のイベント・講座などは、変更・中止する場合があります。

日時・日にち  期間  時間  場所  対象  定員  内容  講師  費用  持ち物  その他  任期  
条件  主催  Ｅメール  ホームページ  問い合わせ  申し込み  予約制  祝除 祝日を除く  休み　

高齢者対象
の教室など

めざせ！ 市外局番…省略しているものはすべて「046」です
市〇〇〇課への郵送…「〇〇〇課へ」とあるものは「〒243-0492勝瀬
　　　　　　　　　　175-1海老名市〇〇〇課行」と記入してください
市役所開庁時間…省略している場合は原則「㈪〜㈮8時30分〜17時15分」

「広報えびな」の
共通マークと
ルール

えびな健康
マイレージ対象

市制施行50周年記念事業

　全応募作品を展示します。
期11月19日㈮～29日㈪（閉
庁日除く）場市役所エントラ
ンスホール

作品展
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食
育
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者健

康
推
進
課 

☎（
２
３
５
）７
８
８
０

　
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

市
内
在
住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
募
集
し

ま
し
た
。
応
募
作
品
２
８
７
点
の
う
ち
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

佳（
上
星
）、片
平	

暖（
東
柏
ケ
谷
）、新
納	

楓（
杉
久

保
）、石
橋
永
愛（
杉
本
）、榛
葉
宗
一
朗（
杉
本
）

▼
２
年
生　

小
島
ゆ
き
の（
大
谷
）、井
上
湊
結（
上

星
）、嶋
﨑
結
愛（
東
柏
ケ
谷
）、田
中
莉
菜（
東
柏
ケ
谷
）

▼
３
年
生　
藤
野
幹
大（
海
老
名
）、王	

彦
哲（
杉
久

保
）、齊
藤
穂
菜
美（
杉
本
）

【
優
秀
賞 

小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
の
部
】

▼
４
年
生　
髙
橋	

礼（
海
老
名
）、佐
藤
綾
音（
門
沢

橋
）、加
藤
美
羽（
杉
本
）

▼
５
年
生　
吉
田
絢
香（
大
谷
）、植
木	

翔（
東
柏
ケ

谷
）、橋
本
紗
知（
杉
本
）、寺
尾
凌
亮（
杉
本
）、柳
川
陸

虎（
中
新
田
）

▼
６
年
生　
江
口
円
佳（
大
谷
）、林	

小
夏（
大
谷
）、市

川
千
陽（
上
星
）、濱
口
希
乃
香（
東
柏
ケ
谷
）

【
市
長
賞
】

▼
小
学
生
低
学
年
の
部　
宮
原
杏
菜（
杉
本
３
年
）

▼
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
の
部　
西
中
湖
羽（
柏

ケ
谷
１
年
）

【
教
育
長
賞
】

▼
小
学
生
低
学
年
の
部　
髙
森
千
遥（
杉
本
３
年
）

▼
小
学
生
高
学
年
・
中
学
生
の
部　
畠
山
陽
希（
上

星
４
年
）

【
優
秀
賞 

小
学
生
低
学
年
の
部
】

▼
１
年
生　
比
留
川
矢
絵（
海
老
名
）、北
村
友
理

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

予
防
課 

☎（
２
３
１
）０
９
４
８

　

火
災
予
防
へ
の
関
心
を
高

め
る
た
め
、市
内
在
住
・
在

学
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に

募
集
し
ま
し
た
。
応
募
作
品

４
２
１
点
の
う
ち
市
長
表
彰

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

【
小
学
校
１・２
年
生
の
部
】

塩
山
絢
子（
海
老
名
１
年
）、松

田
彩
音（
杉
久
保
１
年
）、髙
根

沢	

然（
大
谷
１
年
）、芳
賀
ま

ど
か（
海
老
名
２
年
）、中
島
羽

菜（
杉
久
保
２
年
）、橋
場	

雫

（
杉
本
２
年
）、伊
藤
英
真（
大

谷
２
年
）

【
小
学
校
３・４
年
生
の
部
】

市
川
大
智（
中
新
田
３
年
）、石

本
悠
馬（
中
新
田
３
年
）、三
田

章
人（
有
鹿
３
年
）、内
藤
美
紗

（
海
老
名
４
年
）、髙
根
沢
一
華

（
大
谷
４
年
）、本
間
遼
瑛（
東

柏
ケ
谷
４
年
）、茂
木
水
葉（
柏

ケ
谷
４
年
）

【
小
学
校
５・６
年
生
の
部
】

市
村
り
あ
ん（
海
老
名
５
年
）、

月
﨑
あ
ず
さ（
社
家
５
年
）、石

山
瑛
翔（
社
家
５
年
）、橋
本
紗

知（
杉
本
５
年
）、寺
尾
祥
亮

（
杉
本
５
年
）、森
田
唯
斗（
杉

本
５
年
）、昌
﨑
大
晟（
中
新
田

５
年
）、串
田
千
鯉（
海
老
名
６

年
）、市
川
千
陽（
上
星
６
年
）、

古
瀬
村
大
翔（
杉
本
６
年
）、松

井
泰
世（
東
柏
ケ
谷
６
年
）、久

保
め
い（
有
鹿
６
年
）、太
田
健

登（
有
鹿
６
年
）、中
尾
侑
誠

（
有
鹿
６
年
）

【
中
学
生
の
部
】

齋
藤
愛
真（
柏
ケ
谷
１
年
）、岩

木
大
空（
柏
ケ
谷
２
年
）、西
中

湖
羽（
柏
ケ
谷
１
年
）、遠
藤
礼

子（
有
馬
２
年
）、鈴
木
香
帆

（
今
泉
３
年
）

▲小学生低学年の部	市長賞
　宮原杏菜さんの作品

▲小学生高学年・中学生の部	市長賞
　西中湖羽さんの作品

　
全
応
募
作
品
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

期
11
月
９
日（
火
）〜
30
日（
火
）

作
品
展

　全応募作品を展示します。
期11月３日㈬㈷～14日㈰場イオン海
老名店３階（中央２-４-１）

作品展

シ
ニ
ア
か
ら
始
め
る

健
康
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
に

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
９
５
０

　
〝
フ
レ
イ
ル
〟と
は
加
齢
に
よ
り

心
身
の
機
能
が
低
下
し
た
状
態
の

こ
と
で
す
。
運
動
や
栄
養
な
ど
の

テ
ス
ト
や
チ
ェッ
ク
、東
京
大
学
監

修
の「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」な
ど

を
通
じ
て
健
康
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

日
11
月
29
日（
月
）13
時
30
分
〜

15
時
45
分
場
国
分
寺
台
文
化
セ
ン

タ
ー
内
握
力
・
筋
肉
量
測
定
、片
足

立
ち
上
が
り
、ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

　
水
中
器
具
を
使
い
、心
と
体
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
目
指
し

ま
す
。

日
12
月
22
日
〜
令
和
４
年
２
月
２
日
の
毎
週（
水
）（
12
月
29

日
除
く
）時
13
時
30
分
〜
15
時
場
高
座
施
設
組
合
屋
内
温
水

プ
ー
ル（
本
郷
20
-1
）

※
共
通
事
項

対
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
定
15
人
費
無
料
申
電
話
で
地

域
包
括
ケ
ア
推
進
課
へ
。
11
月
12
日（
金
）締
め
切
り
他
初
め

て
の
方
優
先
、応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

めざせ！
水
中
パ
ワ
ー
ウ
ォ
ー
ク
教
室〈
全
6
回
〉

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

「
楽
し
く
自
分
で
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

令
和
４
年
度
市
民
活
動
推
進
補
助
金

公
益
的
な
市
民
活
動
団
体
に
交
付

不
妊
症
や
不
育
症
の
治
療
費
を
助
成

市
民
活
動
推
進
課 

☎（
２
３
５
）４
７
９
４

こ
ど
も
育
成
課 

☎（
２
３
５
）７
８
７
８

【
手
引
き
・
申
請
書
類
配
布
】

　
11
月
１
日（
月
）か
ら
、市
民
活
動
推
進
課
・
え
び
な
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ナ
レ
ッ
ジ
・
コ
ミ
セ

ン
な
ど
の
公
共
施
設
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

　
自
主
的
で
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行
う
市
民
活
動
団
体

に
最
大
30
万
円
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
詳
細
は
事
前

相
談
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
説
明
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
不
妊
症
や
不
育
症
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
な
い
治
療
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。条
件
な
ど
の
詳
細
は
、こ
ど
も
育
成
課
へ
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
申
請
方
法
】

　
令
和
４
年
１
月
５
日（
水
）か
ら
、事
前
に
連
絡
の

上
、市
民
活
動
推
進
課
へ
。
14
日（
金
）締
め
切
り
。

◆
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　
県
の
助
成
制
度「
神
奈
川
県
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定

治
療
支
援
事
業
」の
助
成
決
定
を
受
け
た
方
に
、追
加
で
助

成
し
ま
す
。
県
の
助
成
決
定
日
の
翌
月
か
ら
６
カ
月
以
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
額
】自
己
負
担
額
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た

額（
１
回
に
つ
き
上
限
５
万
円
）

【
対
象
と
な
る
治
療
】特
定
不
妊
治
療

（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）

事
前
相
談
会

　

申
請
書
類
の
書
き
方
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
予
約
制
で
す
期
11
月
29
日（
月
）〜
12
月
24
日

（
金
）（（
土
）（
日
）除
く
）時
９
時
〜
17
時
場
市
民

活
動
推
進
課
申
電
話
で
市
民
活
動
推
進
課
へ

◆
不
育
症
治
療
費
助
成

　
不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
方
に
、治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
治
療
終
了
日
の
翌
月
か
ら
６
カ
月
以

内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
助
成
金
額
】自
己
負
担
額
の
２
分
の
１（
１
年
度
に

つ
き
上
限
30
万
円
）

【
対
象
と
な
る
治
療
】不
育
症
治

療
、治
療
の
一
環
で
行
う
検
査

補助金制度
紹介ページ

不育症治療費
助成ページ

不妊治療費
助成ページ
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

勇
気
を
出
し
て 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
虐
待

転
出
届
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
手
続
き
の
ご
利
用
を

子
育
て
相
談
課 

☎（
２
３
５
）４
８
２
５

窓
口
サ
ー
ビ
ス
課 
☎（
２
３
５
）４
８
６
９

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
人
は
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
転
出
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
市
役

所
に
来
庁
す
る
こ
と
な
く
24
時
間
可
能
で
す
。

【
利
用
条
件
】

◦	「
署
名
用
電
子
証
明
書
」が
利
用
可
能
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
所
有
し
て
い
る
。

◦	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
読
み
取
り
に

対
応
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、ま
た
は

「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」を
接

続
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
い
る
。

　

児
童
虐
待
は
子
ど
も
を
育
て
る
親
や
養
育
者

が
、子
ど
も
の
心
や
体
を
傷
つ
け
る
行
為
で
す
。

「
身
体
的
虐
待
」「
性
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」「
ネ

グ
レ
ク
ト
」の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

へ
の
体
罰
や
心
を
傷
つ
け
る
行
為
は
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を〝
た
た
く
〟〝
ど
な
る
〟

こ
と
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

相
談
と
通
報
は
早
期
発
見
・
防
止
の
カ
ギ

　
虐
待
は
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
す
。
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
や
、虐
待

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き

は
、こ
ど
も
家
庭
相
談
室
や
厚
木
児
童
相
談
所
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
し
た
方
の
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
の
行
動
が
児
童
虐
待
の
早
期

発
見
・
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
児
童
虐
待
防
止
に
向

け
た
ポ
イ
ン
ト
を
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
ま
す
。

期
11
月
15
日（
月
）〜

25
日（
木
）（（
土
）（
日
）

（
祝
）除
く
）場
市
役
所

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

相談窓口 受付時間 問い合わせ
市こども家庭相談室 ㈪～㈮9時～17時 ☎（235）4825

厚木児童相談所 ㈪～㈮8時30分～17時15分 ☎（224）1111

児童相談所全国共通ダイヤル 24時間 ☎1
いちはやく

89

県 子ども家庭110番 9時～20時 ☎0466（84）7000

県警察 子ども安全110番
24時間

☎0120（604）415

海老名警察署 ☎（232）0110

マイナンバーカードで
　コンビニで各種証明書が取得で
きる「コンビニ交付サービス」を利
用できます。

「オンラインで
の転出」ページ

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
パ
ネ
ル
展

新型コロナウイルス感染症関連情報

　新型コロナウイルスワクチンの追加（3回目）接種につい
て国の方針が示されたことを受け、市でも追加接種に向
けて準備をしています。詳細が決まり次第、本誌および市
ホームページなどでお知らせします。

　冬季は新型コロナウイルス感染症とインフ
ルエンザの同時流行が懸念されます。これら
の感染症は発熱などの症状が類似しているこ
とから、症状のみで見分けることが難しいた
め、検査が必要です。
　手洗いの徹底やマスクの着用、人との距離
を保つなど、これまで行ってきた感染症対策
は、インフルエンザ対策にも効果的です。引
き続き感染症対策をお願いします。

対象者・回数 2回目接種を終了した方のうち、おお
むね8カ月以上経過した方を対象に、
1回追加接種を行います。

開 始 時 期 12月以降を予定

ワクチンの追加（3回目）接種を準備中

新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの
同時流行に備えましょう

　新型コロナウイルスワクチンとインフルエンザワクチンを接種す
るときは、2週間の間隔を空ける必要があります。インフルエンザの
予防接種を予定している方は、十分にご注意ください。

　体調に不安があるとき、スマートフォンなどから症状
に関する質問に回答すると、AI（人工知能）が適切な連絡
先を案内します。

　咳
せき

や倦
けん

怠
たい

感
かん

、発熱などの症状を感じたら、受診前に必ず海老名市新
型コロナウイルス感染症コールセンターまたはかかりつけ医などに
電話で相談してください。

インフルエンザ予防接種は、接種間隔に注意

AI受診相談システムの活用を

症状が出たら受診前に電話相談を

問海老名市新型コロナウイルスワクチン接種専用ダイヤル ☎0570（097）050（ナビダイヤル）

時㈪〜㈮9時〜17時・㈯9時〜12時（㈰㈷除く）
　本人・家族の症状に関する相談に応じます。電話相談が困難
な方はファクスで受け付けます。咳や倦怠感の症状があるな
ど、気がかりなことがある場合は早めにご相談ください。

☎046（235）5234　F046（235）7015

海老名市新型コロナウイルス
感染症コールセンター

症状に関する相談

自宅療養者支援ダイヤル

時９時〜17時（㈯㈰㈷も対応）
　健康状態の確認のほか、食料・生活必需品の購入や燃やせる
ごみのごみ出しを代行します。

☎046（235）5242　F046（231）2343

自宅療養者の支援に関する相談

海老名市新型コロナウイルス
ワクチン接種専用ダイヤル
時9時〜17時（㈯㈰㈷も対応）
◦無料電話・定額通話の対象外です。
◦インターネットを利用するIP電話からの利
用はできません。

☎0570（097）050（ナビダイヤル）

集団接種の予約・問い合わせ

ワクチン接種に関する相談

接種または予約済み
12歳〜39歳 74％
40歳〜64歳 84％
65歳以上 92％

全体 83％

新型コロナウイルスワクチン年代別接種状況

（10月15日現在）

E B I - LOGエビ・ログ
こんなことがありました

ことしで15年目
子どもたちに十五夜豆腐を寄贈

　

ロマンスカーミュージアムで
海老名産の花きをPR

　

　市内豆腐製造業者の㈲富塚
商事が市内小・中学校全児童・
生徒に「十五夜豆腐」を寄贈し
ました。市制施行50周年のこ
としは記念ロゴマークをパッ
ケージにあしらい、特別に中
学生にも配布しました。

　市制施行50周年を記念し、ロマン
スカーミュージアムのカフェに海
老名産のバラを展示しました。色鮮
やかな花と甘い香りが好評でした。

9
21

10
7

ＡＩ受診相談
システム

これも便利!!
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情報

20広報えびな2021年11月１日号

お知らせ

市民税課 ☎（235）8593

予防課 ☎（231）0968

予防課 ☎（231）0948

市民税課 ☎（235）8594

環境政策課 ☎（235）4912

資源対策課 ☎（235）4922

子育て相談課 ☎（235）4825

海老名市歯科医師会事務局  
☎（235）4799

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950 
介護保険課 ☎（235）8232

市民相談課 ☎（235）4568

環境政策課 ☎（235）4912

市議会の同意を得て、固定資産評価審
査委員会委員に清田全志氏（２期目／
本郷在住・68歳）を選任しました。任
期は令和6年10月17日までの３年間
です。同委員会は、固定資産課税台帳
に登録された価格についての不服を公
正・中立な立場で審査するため、市町
村に設置されています。

火災はわずかな不注意から発生しま
す。「おうち時間	家族で点検	火の始
末」をスローガンに、期間中、市内事業
所などへの立ち入り検査や広報活動を
行います。ご理解とご協力をお願いし
ます。

消防法令に基づき設置が義務付けられ
ている建物などの消火器が旧規格の場
合は、12月31日㈮までに新規格の消
火器に交換してください。

11月5日㈮から市民税課配布コーナー
に年末調整関連資料を配架します。事
業所給与担当の方はご利用ください。
所得税については大和税務署（☎262・
9411）へお問い合わせください。

買い物や荷物の積み降ろし、待ち時間
の長い踏切や信号などで駐停車すると
きは、アイドリングストップを心掛け
ましょう。運転時は、緩やかに発進する
「ふんわりアクセル」や早めのアクセル
オフなどのエコドライブにご協力をお
願いします。

11月～12月にごみ集積所の管理状況
を把握する一斉調査をします。調査結
果により利用者に改善を提案するこ
とがあります。ご協力をお願いしま
す。ごみ集積所は利用者間で維持管理
を行っています。日頃から、定期清掃
や分別の徹底、不法投棄対策などを行
い、清潔
に保つ管
理をしま
しょう。

家族と暮らせない事情がある子どもた
ちを家庭に迎え入れ、成長をサポート
する「里親」の活動は、養子縁組や短
期間の養育などさまざまです。子ども
たちのためにできることを始めません
か。詳細は、厚木児童相談所（☎224・
1111）、里親センターひこばえ（☎
205・6092）へお問い合わせください。

海老名市歯科医師会は歯とお口の健康
増進を呼び掛ける動画を11月15日㈪
から配信します。同会ホームページの
アンケートに回答した方に抽選で歯科
ケア用品を進呈します。22日㈪締め
切り。詳細は、同会ホームページをご
覧ください。その他、15日㈪～20日
㈯は、同会会員診療所で先着100人に
キシリトールガム（㈱ロッテ提供）など
の啓発品を進呈します。

近年、高齢者が家族や施設の職員など
の身近な介護者から虐待を受けるケー
スが増えています。虐待を防ぐために
は早期発見・対応が必要です。介護に
不安がある方や、近所の方の様子に異
変を感じたときは、市または最寄りの
地域包括支援センターに連絡してくだ
さい。

夫やパートナーからの暴力やセクハラ
など、女性をめぐる人権問題について
電話で相談に応じます。秘密は厳守し
ます。一人で悩まず、ご相談ください。
◆女性の人権ホットライン
☎0570（070）810（全国統一ナビダ
イヤル）
期11月12日㈮～18日㈭時８時30分
～19時（㈯㈰10時～17時）他期間外は
８時30分～17時15分（㈯㈰㈷除く）で
相談に応じます

環境にも家計にも負担の少ない快適
なライフスタイルを―。環境省は冬の
暖房使用時の室温を20℃に推奨する
「ウォームビズ」を呼び掛けています。
暖房時のエネルギー使用量を抑えるこ
とでCO2の削減や電気代の節約につ
ながります。

固定資産評価審査委員に
清田氏を選任

11月9日～15日は
「秋季全国火災予防運動」

旧規格消火器
12月31日までに交換を

事業所の給与担当の方へ
年末調整関連資料を配布

アイドリングストップ・
エコドライブにご協力を

ごみ集積所の年末一斉調査
改善にご協力を

里親制度にご協力を

11月8日は「いい歯の日」
動画を見て歯科健診へ

11月は高齢者虐待防止推進月間
介護の不安や、近所の方の
異変は一報を

全国一斉
「女性の人権ホットライン」
強化週間

「ウォームビズ」で
地球温暖化防止対策
室温は20℃を目安に

広報えびな 点字版・音声版 
障がい福祉課 ☎（235）4813

広報の文字が見えにくい方にお送
りします。

窓口混雑状況配信サービス 
窓口サービス課 ☎（235）4869

市役所窓口の混雑状
況をリアルタイムで
確認できます。

　

市
政
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、市
政
に
対

す
る
市
民
意
識
の
傾
向
を
把
握
し
政

策
に
反
映
す
る
た
め
、隔
年
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
し
た
市
内
在
住
の

18
歳
以
上
３
０
０
０
人
を
対
象
に
調

査
票
を
郵
送
し
、郵
送
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
回
答
を
集
め
ま
し
た
。
回
収

率
は
42
㌫（
１
２
６
０
人
）で
す
。
調

査
結
果
報
告
書
は
、市
民
相
談
課
で

配
布
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民相談課 （235）4567

市政アンケート
調査結果

定住意向が過去最高に

　介護保険料の見直しについて知ら
ない人が60％以上でした。

　「ずっと住みたい」は
47.4％、「できれば住
み続けたい」は46.5％
で、合計93.9％の人が
これからも海老名に定
住意向があることが分
かりました。過去最高
の数値です。

　市内の公共施設を３
つのグループに分け、
施設利用の有無と利用
者負担の賛否を聞きま
した。利用ありの回答
者のうち、利用者負担
の賛成が最も高い施設
は「コミセン・文化セ
ンター」で34.2％、反
対が最も高い施設は
「市役所、えびなこども
センター」で66.1％で
した。
※利用者負担…「文化・
教育・スポーツ施設」「市
役所、えびなこどもセン
ター」は駐車場使用料、
「コミセン、文化センター」
は施設使用料

これからも海老名に住みたいと思いますか。

公共施設の利用の有無と、「利用者負担」（※）に賛成または反対の意見を教えてください。

介護保険料は、
３年に１度見直しが
行われることを
知っていますか。

できれば市外に
移りたい 
5.5%

すぐにでも市外に移りたい 
0.5% 無回答

0.1%

無回答
0.1%

無回答
0.1%

無回答
0.5%

無回答
0.2%

無回答
0.5%

できれば
住み続けたい 
46.5%

どちらとも
いえない 
35.8%

どちらとも
いえない 
35.4%

どちらとも
いえない 
43.0%

どちらとも
いえない 
23.8%

利用あり 66.2%
利用なし 32.6%

利用あり 64.8%
利用なし 33.4%

利用あり 61.1%
利用なし 37.5%

どちらとも
いえない 
23.9%

どちらとも
いえない 
17.6%

ずっと
住みたい 
47.4%

質問

質問

質問

１ 知っている 35.7％

２ 知らない 62.6％

３　 無回答   1.7％

文化・教育・スポーツ施設 コミセン、文化センター市役所、えびなこどもセンター

利用
あり

利用
あり

利用
あり

利用
なし

利用
なし

利用
なし

賛成
26.9% 賛成

34.2%

賛成
16.3%

賛成
28.2%

賛成
36.2%

賛成
16.6%

反対
49.2%

反対
41.8%

反対
66.1%

反対
35.5% 反対

20.6%

反対
47.5%
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市では、自主財源確保のため広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは、（株）横浜メディアアド（☎045・450・1808）へ。

募　　集

パブリックコメント
「第２次下水道総合計画（案）」

えびな障がい者就職面接会

タイムマネジメント講座
「仕事も家事もラクにする
時間整理術」

かなテクカレッジ（県立職業
技術校）「2022年４月生Ⅰ期」

課税資料整理業務員
（会計年度任用職員一般事務）

介護職員初任者研修〈全16回〉

下水道課  
☎（235）9619 F（233）9118

障がい福祉課 ☎（235）4812

市民相談課 ☎（235）4568

県産業人材課 ☎045（210）5715

市民税課 ☎（235）8594

海老名市社会福祉協議会  
☎（232）1600

意見を募集します。同案は下水道課、
市役所情報公開コーナー、市ホーム
ページで閲覧できます。

【閲覧および受付期間】11月17日㈬～
12月15日㈬（㈯㈰㈷除く）

【提出方法】任意の書式に意見・住所・
氏名・電話番号を記入し、郵送、ファ
クスまたは直接下水道課へ。市ホーム
ページからも可。匿名や電話・メール
での応募はできません。郵送の場合は
期間内に必着

約10社の事業所が参加します。面接は
１人２社まで。詳細は、ハローワーク厚
木（☎296・8609）へ問い合わせまた
は同ホームページをご覧ください。
日12月10日㈮13時～16時15分場市
役所702・703会議室対身体や精神に
障がいがあり、ハローワークに求職登
録している方定先着90人費無料申電
話でハローワーク厚木へ

時間に追われる毎日を送る人のための
講座です。
日12月4日㈯10時～12時場市役所
703会議室定先着30人内「プラス思考
になるコツ」「デッドライン仕事術」「手
帳・ツール術」「よい習慣を身につける
方法」など講東	浩司氏（㈱ソラーレ代
表）費無料申11月２日㈫から、電話で
市民相談課へ。市ホームページからも
可。29日㈪締め切り他２歳～就学前、
若干名の託児あり。要予約。11月16
日㈫締め切り

職業に必要な知識、技術・技能を習得
するための施設です。入校選考日は
12月12日㈰です。詳細は、県産業人
材課へお問い合わせください。
対就業意思がある方申11月19日㈮か
ら、事前にハローワークで手続きの上、
郵送または直接かなテクカレッジ東
部（横浜市鶴見区）または西部（秦野市）
へ。12月３日㈮締め切り（消印有効）

主に給与支払報告書や確定申告書類な
どの課税資料の整理を行います。詳細
は、市民税課へお問い合わせください。

【任用期間】令和４年１月６日㈭～３
月31日㈭

【勤務日】㈪～㈮の週３～５日
【勤務時間】９時～17時（休憩１時間）
【報酬】時間額1,047円
申11月1日㈪から、履歴書を郵送また
は直接市民税課へ。22日㈪締め切り
他勤務状況により令和４年５月13日
㈮まで再任用します

介護の基本を学び、「介護職員初任者
研修」を取得します。
日12月4日㈯～令和4年2月13日㈰の
うち16日場総合福祉会館対市内在住・
在勤・在学の16歳以上で、全16回参
加できる方定先着20人費【一般】4万
7,700円【学生・ひとり親世帯】7,700
円申11月2日㈫から、申込書を直接海
老名市社会福祉協議会へ。用紙は、同
協議会で配布または同協議会ホーム
ページからダウンロード可。22日㈪
締め切り他【一般】市内介護事業所で6
カ月以上継続して就労した場合、就労
支援金4万円を支給【学生・ひとり親世
帯】就労支援金なし

令和２年10月〜
令和３年９月 17,289.42 t

平成30年10月〜
令和元年９月 20,280.37 t

比較 － 14.7 %

家庭系燃やせるごみ搬入量
制度導入前との比較

環境政策課 （235）4923

第3回海老名市民講座まなＢ
び ー な

ＩＮＡ
「月食を観

み

よう・太陽系惑星
科学の最前線」〈全２回〉
学び支援課 ☎（235）8411

11月19日の部分月食で実践できる観
察方法などを学びます。
日①11月18日㈭10時～11時30分	
②24日㈬17時30分～19時場文化会
館351多目的室対市内在住・在勤・在学
で全２回参加できる方定先着25人内①
月食の観察方法②太陽系惑星科学・小
惑星リュウグウの素顔講高橋典嗣氏（武
蔵野大学特任教授）費無料申11月２日
㈫から、電話で学び支援課へ

女性に対する暴力をなくす
運動パネル展

〝行ってみたい〟施設に１票を
「公共建築グランプリ」

市民相談課 ☎（235）4568

営繕課 ☎（235）8452

ＤＶ・性犯罪・ストーカー・売買春・セク
ハラなど、女性への暴力は決して許さ
れない行為です。「性暴力を、なくそう」
をテーマにパネル展示を行います。
期11月12日㈮～25日㈭（㈯㈰㈷除く）
場市役所エントランスホール

11月の公共建築月間に合わせ、神奈川
県官公庁営繕協議会は、海老名市・厚木
市・綾瀬市・座間市・大和市・愛川町が推
薦した公共施設から人気施設を決め
る「公共建築グランプリ」を行います。
〝行ってみたい〟建物に投票してくださ
い。参加者に抽選で記念品を贈呈。詳細
は、県ホームページをご覧ください。
期11月１日㈪～30日㈫

催　　し

◆海老名市応援まごころ基金 
（保健・福祉に関する分野）へ
・明治安田生命保険相互会社		
町田支社	 51万6,000円

ご寄付ありがとうございます
（敬称略）

普通救命講習〔Ⅰ〕〔Ⅱ〕
警防課 ☎（231）0932

◆普通救命講習〔Ⅰ〕
心肺蘇生法とＡＥＤ（自動体外式除細
動器）の使い方を学ぶ講習。講習時間
は３時間。
◆普通救命講習〔Ⅱ〕
普通救命講習〔Ⅰ〕のほか、筆記試験・
実技試験あり。講習時間は４時間。
日〔Ⅰ〕12月5日㈰・9日㈭９時～12
時〔Ⅱ〕2日㈭13時～17時場本署対市
内在住・在勤・在学の中学生以上の方	
定各回先着8人費無料申11月2日㈫９
時から電話で。24時間受け付け他修
了者には修了証を交付します。災害発
生時などは中止・変更になる場合があ
ります ゲートキーパー養成講座

「身近な人の心を
支える」
健康推進課 ☎（235）7880

悩んでいる人に寄り添い、支援できる
「ゲ―トキーパー」を育てる講座です。
日12月６日㈪10時～12時場市役所
703会議室対市内在住・在勤の方定先
着15人講桑原	寛氏（愛光病院精神科
医）内自殺の現状、ストレスとの付き
合い方など費無料申11月８日㈪から、
電話または直接健康推進課へ

市民公開シンポジウム
「おうちでできる感染症対策
～知っておきたい！　
高齢者が重症化しやすい
感染症を防ぐために～」
地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

日11月27日㈯13時30分～16時場市
役所703会議室定先着30人講根本隆
章氏（えびな脳神経外科医師）、小林
弘忠氏（ガーデン薬局薬剤師）費無料	
申11月２日㈫から、電話でえびな在宅
医療相談室（☎231・8650）へ

高齢者生きがい教室
「川柳入門教室」
〈全５回〉

認知症サポーター
ステップアップ講座

海老名市総合事業訪問型
サービスＡヘルパー養成研修

〈全２回〉

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

地域包括ケア推進課 ☎（235）4950

地域包括ケア推進課  
☎（235）4950 F（231）0513

川柳を学び、現在の世相を詠んで楽し
みましょう。
日11月16日～12月21日の毎週㈫
（12月７日除く）時13時30分～15時
30分場第一高齢者生きがい会館対市
内在住の60歳以上で、全５回参加で
きる方定10人講やまぐち珠美氏（カル
チャー川柳講師）費無料申往復はがき
（１人１枚）に、教室名・住所・氏名・年
齢・電話番号を、返信用表面に住所・
氏名を記入し、〒243-0410杉久保
北2-3-4第一高齢者生きがい会館「川
柳入門教室係」へ。11月10日㈬必着	
他応募多数の場合は抽選。詳細は、
海老名市シルバー人材センター（☎
237・3001）へお問い合わせください

認知症サポーター養成講座を受講済み
の方が対象です。講座修了後は、地域
で認知症カフェなどのさまざまな活動
に参加します。
日11月30日㈫時10時～12時または
13時30分～15時30分場総合福祉会
館定各回先着15人費無料申11月２日
㈫から、電話で基幹型地域包括支援セ
ンター（☎233・0111)へ

資格を取得するための研修です。
日①12月13日㈪②14日㈫時９時30
分～16時場市役所703会議室対18歳
以上で全２回参加できる方定先着35
人費無料申11月２日㈫から、電話また
はファクスで地域包括ケア推進課へ

めざせ！

神奈川労働局賃金室  
☎045（211）7354

10月１日から神奈川県最低賃金が
1,040円になりました。この賃金は、
県内の事業場で働く常用・臨時・パー
ト・アルバイトなどの雇用形態などを
問わず、全ての労働者とその使用者に
適用されます。

最低賃金の改正

お知らせ
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自然豊かな海老名が大好きです！
有鹿小学校　河

かわ

田
だ

莉
り

奈
な

さん（11歳）

世帯数 59,706世帯
（58,735世帯）

※（  ）内は前年同月
　（令和２年10月）の値

人 口  136,367人
（135,580人）

男　68,543人
（68,184人）

女　67,824人
（67,396人）

世帯数と人口
〈令和３年10月１日現在〉 今号の題字

　ことしは〝海老名の50年〟をお伝えするため、「えびなタ
イムマシン特別編」や「私と海老名」のコーナーを設けたり、
特集したりしてきました。記念誌と記念動画も、市民の皆さ

まのご協力をいただきながら、気持ちを込めて作成した今昔の記録で
す。多くの方に見ていただけたらうれしいです。（M）

数値は、令和２年国勢調査確定
人口が総務省から公表された後
にさかのぼって変更されます。

編 集
雑 記

今月の納税・納付
〈納期限11月30日㈫〉

■ 国民健康保険税［６期］
■ 市営住宅使用料[11月]
■ 保育所保育料[11月]
■ 介護保険料[６期]
■ 後期高齢者医療保険料[５期]
■ 小学校給食費 [７期]

納付は、口座振替が便利です。

「
駅
」「
史
跡
」「
公
園
」「
暮
ら
し
」な
ど
か
ら
、海
老
名
の〝
あ
の
時
〟〝
あ
の
場
所
〟を
写
真
で
つ
づ
り
ま
す
。

第19回

施設

海
老
名
市
役
所 

庁
舎

　
昭
和
63（
１
９
８
８
）年
に
市
の
人
口

は
10
万
人
に
達
し
、市
制
施
行
か
ら
17
年

で
人
口
は
倍
増
。
市
庁
舎
は
増
築
を
重
ね

４
カ
所
に
分
散
し
、業
務
に
支
障
を
き
た

し
て
い
た
。
平
成
元（
１
９
８
９
）年
、現

在
の
庁
舎
が
完
成
。
目
を
引
く
巨
大
な
彫

刻
は
太
極
拳
の
型
を
表
現
し
た
台
湾
の

朱
銘
氏
の
作
品
で
、新
庁
舎
完
成
記
念
と

市
の
繁
栄
を
願
い
設
置
さ
れ
た
。
同
年
４

月
か
ら
業
務
開
始
。
当
時
は
周
辺
に
建
物

が
な
く
、庁
舎
横
を
東
西
に
走
る
道
路
は

あ
ぜ
道
だ
っ
た
。

　
当
時
の『
広
報
え
び
な
』で
は「
市
民

13
万
人
に
対
応
し
た〝
21
世
紀
に
向
け
て

の
シ
ン
ボ
ル
〟」と
う
た
っ
て
い
る
。

海老名
市役所前

国分
関免

市役所
海老名
警察署

海老名
プライムタワー

消防署本署

令和３（2021）年

昭和63（1988）年旧市庁舎跡地付近から現市庁舎方
面を撮影

撮 影 場 所


